
いまや単身世帯が38%、いずれ単身世帯になる夫婦のみの世帯を含めると

58%にもなります例え配偶者がいても高齢化で、家族も頼りにできない時代に

直面し、ようやく医療、介護、福祉、法律、葬送の現場でも“ひとりでも安心’への

対処が進みつつあります

一方でその支えとなる介護保険の大幅なサービス後退が懸念されています七

難もが不安を抱える老いと死の現場から、真に安心できる最期のための体制作り

を考えます
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介護保険が可能にした
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*会場入口で手指のアルコーノ瑳肖毒と、

マスク着用をお願いします。

税所真也
東京大学助教

「あなたに必要な任意後見」

廣溝利幸
ひろさわ内科医院院長

「住み慣れた家で逝く」

小川英田
角田山妙光寺院首

「どうしたらいい墓と葬式」

N 。 。黛薄霧提題研究会代表

*会場に駐車場はありません。周辺の駐車場

または公共交通機関をご利用ください。


